
終末期患者の看取りにかかわる看護師支援の研究

研究テーマ

日本人の約７割のかたが病院や診療所などの医療機関で亡く
なっています。多くの終末期がん患者は緩和ケア施設ではない、
一般病棟で最期を迎えています。この一般病棟で全人的痛みを抱
える終末期がん患者を支えるために、看護師が困難を乗り越え患
者に寄り添う力を獲得していけるよう支援のありかたを考える研
究に取り組んでいます。

概要

これまでに、一般病棟でがん患者の看護に携わり、看取りを経
験した若手看護師に面接調査を行い、看護師が直面している困難
について分析を行いました。また、一般病棟で看取りを経験した
新人看護師に面接調査を行いました。新人看護師の多くは就職し
て初めて人の死を経験し、命の終末にかかわるからこそ感じる不
安や悩みを抱えていることの示唆を得ました。
新人看護師ががん患者の終末期にかかわる過程で経験する困難

を乗り越えて、患者に寄り添う力を獲得するめの支援を検討して
いきたいと考えています。

具体的な内容

一般病院で新人看護師の教育担当され、新人の看取り支
援・教育に興味や関心をもたれる方々との共同研究を希望
しています。
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